
 

 

 

 

 

 

 

 

「感動」と「品格」～令和６年度のスタートにあたり～ 

校長 槍田 光東 

 本校校長２年目となりました槍田 光東（うつぎた みつはる）です。簡単に自己紹介をします。

教科は英語です。部活動は野球部の顧問でした。今年度も黒浜西中学校の校長として引き続き勤務

できることを心から嬉しく思います。同時に中学校長としての責任の重さを改めて受け止めていま

す。「黒西丸」という大型船の船長として全身全霊を傾け、想い出深いクルージングになるように

令和６年度という大海原の舵を精一杯取り続ける覚悟です。よろしくお願いします。 

 今年度の本校の学校経営方針と目指す学校像は、昨年度と同様、次のとおりです。 

 ○学校経営方針 

「子どもの『感動』のために 『感動』を子どものために」 
○目指す学校像 

「『品格』ある学校」－歌、花、絵、緑のある、言葉を大切にする学校－ 

変化が激しく、個々の価値観が多様化している社会の中で、本校が魅力ある学校になるために一

番大事なことは、「感動」あふれる学校をつくることと考えます。他では決して味わうことができ

ない、学校でしか味わうことができない「感動」をつくることだと考えます。私たち教職員の願い

は子ども達全員が毎日、「行ってきます。」と笑顔で家を出て、笑顔で「ただいま。」と家に帰って

くることです。多感な中学生は、私たち大人は気にしないような些細なことで悩んだり、怒ったり、

落ち込んだりします。一方で、何気ない優しさや、思いがけない小さな嬉しいできごとから、元気

を取り戻すこともできます。私たちは、子ども達に少しでも元気を与えるために、安心・安全な居

場所づくりをすると共に、学校を「歌、花、絵、緑」であふれさせ「感動」を与えます。「言葉を

大切」にして普段の何気ない会話の中にも「感動」が生まれるような言葉かけをします。「感動」

する心が、困難に立ち向かっていくことができる原動力となると確信します。 

もう一つ大事なことは、大人へ成長するための「自立」です。そのためにこの「品格」がありま

す。「自分で考え、自分で判断し、自分で正しい行動をする」ことが「自立」に繋がり、「品格」

ある学校へと繋がります。小学校と比較すると学校生活の中で、教職員との時間以上に友達と過ご

す時間が増えます。自然と様々な判断を自分でする場面が増えます。判断することが難しくなれば

なるほど、「先生や友達や家族からの意見をよく聞いて、自分で考え、自分で判断し、自分で正し

い行動を取る」ことが大切になります。悩みながらも決断を繰り返すことが成長へと繋がります。 

これらを踏まえて「感動」と「品格」を昨年度以上にキーワードとして浸透させていきます。 

今年度も本校にとって、すばらしい一年になるように全教職員が一枚岩となって教育活動に取り

組んでまいります。保護者の皆様、地域の皆様、本校に関わっていただいている全ての皆様、昨年

度と変わらぬご理解とご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

【学校教育目標】 夢に向かって 自ら学ぶ 豊かで たくましい生徒 
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心のホット相談室 TEL 048-764-1110 

http://kuronishichu.style.coocan.jp/        

                

 

 

 

 

 第 １ 号  

令和６年４月８日 

 生徒数 

１年   ８５名 ３学級 

２年   ８３名 ３学級 

３年   ９２名 ３学級 

４組     ２名 １学級 

５組    ３名 １学級 

合計  ２６５名  11学級 
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